
北大物理教室物性開係研究 グル- プの横顔

帝 集 掘 淳 一 (北大理)

1ヰま.-:.え お.き

北 大の物琴では講座 と無関係 に研究グルー プが縫摸 され ていて̀､教室 の適常

もグルー プを単位 として行 われ てい ます｡韓集記事 の 17つ とL,て各 ケル- プの

紹介 を､ と思い ま L,たが一研究テー マの羅列 では面白 く射 ､t といっ て先生方

の人 物評論な ギ面白 く且つ さしさわ りのないように書 く廃 もない､ とい うわけ

で考 えあ ぐね ていた ところー 幸い チ964年 6月の大学祭の行事 として学生が

作っ た小冊子の中に_ うまい記事がみつか りましたC.各 ゲル二 プで行-ゎれ てい

る研 究につい てー世界 における現在の動向 ,その中 での日本 In位置 ･及 び北大

の役割 を解説 してほ しい とい う学生の注文 に応 じてー各 グループの有志 が書い

.= 個 性が よ く出てい るように思 います ので､ それ を倍 周す ることに L,ま したO

不必要 と思われ る部分は- 郭省略 L,ま したが､ もと＼もと上記の よ~ぅな注文に対

して書かれ た ものなので､ なお冗長 な ところや､ やや本誌向 きでない表現な ど

が残っ てい るか と思います_oI,の点は御了承 をお顔 い しますC

極低温 ゲ ル- プ及 び結 晶物性グルー プの車の有翼半導体 に廃 す る部分 は一.上

記 の冊子では落 ちていま したので､渡辺 昂 ,水軍 寛両氏に別に原稿 を轟い

ていただ きま したか らt そちらを御覧L.1たギ きたい と思 います｡

研究室の スタッフには__北大物理教室の慣例 に従っ て､大学院 ijC学生 まで

含めてあ り-ますO

2.結 晶 物 性 グ ル ー プ

スタッフ :水谷 寛 ,三井利 夫 ,中村英二 ,笹崎洋一 ,山口成厚 ,坂画粥郎 ,

茂木 博｡

A 強 誘電体

普通♪ 誘電体を電場の車に入れると電場に比例した分極が生じる｡ ところ
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頻 淳一

が ロッシェ ル塩ではこの比例関係が成 り立 たず､電場 をゼロに して も分極はゼ

ロにな らない｡ この他誘電率 が非常に大 き く空気の数千倍 に もな る｡ 又､大 き

な圧電効果があ ることな ど奇妙な性質を多 く持っている｡ こうした奇妙な性質

は何鹿お こるかO この間層の追求が強誘電体研究の第 1の主題であるO

第 2の主題は強誘電体が どの ように役立 ち利用できる伊 とい うことの追求で

あ るQ例 えば水中にある物体一潜水艦 ,魚群 ,海面下岩や氷山 な ど-の探知 に

ロッシェ ル塩 などの圧電効果が利用 され るo この為､強 誘電体 を含む圧電効果

を示す物質が､戦前か ら戦争中に系統的に研究され たD

強誘電体の研究が行われ てい る国は､大体他の分野の物性研究が盛んな国 と

一致 してい るo アメTjカを筆頭にソ ビェ ト,フランス ,ドイ? ,イギ リス ･

スイス ,チェコ,ユー ゴ等Oそれに日本 であ る｡ しか し､ 日本 では大学に強 誘

電体の研究室があるところはあま り多 くない｡北大にはその数多 くない研究室

があ ることにな る｡ ここでは､最初にあげた2つの主題の内､ 第 1tTJ主題の追

求が行われ てい るO 普通強誘電体 は高い温度 では強誘電体的ではな く､温度 を

下 げてい くと相転移がお こり､強 誘琴的にな る凸 この相転移の メカニズムを実

験的に調べ ることが目的であるO 冥験の手段 としては､ X綾や広い周波数帯域

にわたる誘電率測定 ,磁気共鳴な どが尉い られているQ例 えばチタン酸バ リウ

ムは､古 くか ら知 られ､又､ 構造が比敦的簡単なため進んだ段階の理論があた

たられ てい るO その 1つ として最近格子力学 に もとず く理論が壊 担されてい る

がt その限界 を探 る試みの 1つ として､Ⅹ操によっ てイオンの振動の様子を詳

しくしらべ る実験を行ってい る〇同じチタン敢バ リウムで､ その 1部を勉の原

子で置 きか えー例 えば､ バ t]ウムをマグネシウム隼.-その性質の変化か ら強 誘

電性の起源 をしらべ ることも行われ てい る｡ 又,他 の例は水素 を含む強誘電性

を対象 とした ものであるO 水菜 の持っていLる核磁気に よる共鳴の様 子が､水菜

の運動状態に よって変化す るのを利用 して､その変化 と誘電率の周波数分散 か

ら､ イオンや原 子団の運動と強誘電性 との関係 を L,らべ てい る｡ この他t強誘

電相が あ らわれ る温度の附近 では､双極子の問の相関が大 きくな り､分極のゆ

らぎが異常に大 きくなると考 えられ るが､ それが誘電率 の周波数分散に どうき

くかを確める試み も行われてい る｡

これ らはいずれ も_原子論的立場か,ら､ よ り高い段階の理論 を形づ くるため
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グJL,- プめ鱗●額

に 必 要 な デ ー一夕をあたえてい るわけであるが､ これ と平行して,基礎 となる巨

視 的 な 諸 量の問の関係 を求 める現象論的段階の理論 に対応する実験 も必要 に応

じ て 行 われ てい る｡ (中 村)

B 有機半導体

別項 ｢有機半導体の研究｣参照o

3.雪 氷 グ ル ー プ~

スタッフ :東 晃 ,荒川 淳 ,六草二郎 ,梅津藤市郎 ,申 晋滞 ,

福田明治｡

雪氷 研究室の基礎は､故中谷字書郎先生が この物理教室創立 と共 に､雪 の結

晶の研究を始められ､ 人 口等の製作に よって雪の結晶形 をきめ る諸条件.を明 ら

か にきれた仕事以来 の伝統の上 に立っ てい る｡●雪の研究はー 積雪の面 では低温

科学研究所に､降雪の気象学的面では地謹物理学教室に移っていったが､氷の

研究 は最近の物性物理学の榔光 をあびて､ この研究室の主要研究題 目となって

い る｡

氷 の研究の主な推進力 はt取扱 う学者の立場 ,各国のおかれ てい る寒冷の環

環 に より異な る｡ 物理学者は氷の結晶構造の解析 ,結晶成長 といったことに関

心 を もちー いわば この世の車に豊 富にある水 とい う物質の 軌奉の状態に対す る

絶学問的興味か ら研究す るといえよ う｡ 一方､氷河学者の方は地球上 に時別な

景観 を作っ てい る氷河の存在か ら出発 し､氷河の軍在 の状態を気象学 ,気候学

地質学 l地 球物理学 ,物理学 のあらゆ る知識 と方法 を牽っ て究明 しようとす るo

最近の東の研究の一番 の原動力になってい るのは国際地球費測年に始ま る極地

への関心 ,それに伴 う氷河学の著 しい発展 であるQ 氷河学白身 も最近t/n固捧物

理学 の発展 によって著 しく影響 を受 け､氷河の流動 について物理学的基礎が与

え られ たO 日本 では北大低温研 ,当研究室 でこうい う意味の物理学的研究が進

ん でいる｡

氷の研究に使われ る方法は､他の金属やイオン結晶等のよ うな 固体結晶物質

に使われ る方法 と余 り変 りはない｡唯 ,氷は OoC とい う低 い温度 で融けるので

大低の仕事章ま低温度 の中で しなけれ ばな らないO研究室で集中的に してい る仕

事 はー氷の結晶の塑性的髄質 を結晶中に存在す る格子欠陥･･,特に転位 と結びっ
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けて明らか にしようと′い うことであるo どんな物質で もその物 性研究を進ゆ る

にはその対象物質の純粋 な単結晶を得 ることが必要であるO 氷 の場 合 もその例

に もれず､質の良い氷の単結晶の大 きな ものを人 口的に作 ることは案外むづか

しく､今 まで二 ,'三の試み はあるが一題織的な研究に役立つ ほ ど大量に作 られ

た ことはな~いQ ところがアラスカのメンデンホ⊥}L,氷河に大 きな単結晶が産出

す ることが 15年程前に偶然発見 され､ アメリカ雪氷凍土研究所で調べ られ た

結果 ,ーこの単結晶は光学的には もちろん､ Ⅹ線解析に よって も極めて良質の も

のであることが解っ た｡ 散中谷先生が 10年前 ,軒記研究所でこの単結晶-を使

?Jて兼の塑性について非常に肝の広 い研究 をされたO

氷の同体物理的研究が動機 とな り､氷の巨大単結晶を多量に採取 して持 ち帰

ることt又t氷の巨大単結晶が氷河におい七 どうして出来 るか とい うことを解

明す る目的か ら1960年 に第 1次アラスカ遠在隊が､又 1964年第 2次隊

がお くられ た'O

氷の天然単結晶は現在我 々が研究を進めてい る氷の物性研究のための材料 と

して最 も純度が高 く不完全 性の少ない結晶であ り_第 1次隊の持 ち帰っ た もの

が その後の研究に大いに使われー残 り少な くな り､第 2次隊はー約 1､トンの採取

を目標 としたO巨大単結晶か ら様々の軸方向を持つ棒 状の試料 を切 り出 しー 曲

げ変形 ,引張 り諌験 をや り塑睦ク リ- プや降伏 の仕事が進められてい るo これ

bT,ら革 力歪曲線が得 られ臨界努断応力を知 り転位の発生 ,増殖の機構をさ-ぐるIr･

ことが出来 る｡ 文一結晶中の転位 の挙動を観察す 尋ために､氷 の表面の腐食孔

の琴徽鏡 による研究が､叉､Ⅹ線による結晶格 子の乱れの研究が行われてい るO

又,､_内野摩擦や トリチウムによる自己拡散 の実験により･､氷の結晶中の格 子欠

陥の様 子が次第に明 らかにされつつあるO将来 の問題 として考 えられてい るの

は､氷 の結晶の電気的性質の研究､つま り､氷の結晶の水素 結合 ,イオン的欠

陥 と関連 して誘電的 ,半導体的 性質の研究 ,氷の結晶の変態の研究_つま り結

晶の六方か ら等軸への変態点の不明碍な点 ,ガラス状氷等 をⅩ線 ,電子線回折

比熱測定等 により確かめ､又､高圧下の氷の物性 を調べ る､氷 の結晶成長の研

究つ ま り液体や固相か らの結晶成長横横の解明 ,人士製作におけるいろいろの

コン トロールの ことな どである｡

氷め よ うに我滋の身近Jb,にある物質の物性が､今 日まで余 りよく詞べ られ て
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いなかったのはむ しろ農 くべ きこ とで､世界的 に も轡異 な存在 である氷 の研究

室 として未開拓の氷の物性分野をきり開いてい るO (六 草)

4.磁 気 グ )i/- プ

スタッフ :宮原将平 ,三 井唯帝 ,官台朝直.･近藤琴光 ;岡田卓也 ,東野幸治

堀内純子 ,阿藤輿一

物理の広い意味 での最先端は核物理 と物性物理 (固体 物理) との 2分野にわ

かれ -ると思いますO最近生物物理 とい う分野が現われ ていますが､物理 t_はい

い きれ~ません｡ ただ分野 を細分化 してい く事に凄 味があるか どうか疑問 です｡

専門分野 としてマグネがあるのではな く､研究す る場合に固体 をこの方法 で と

らえるのです｡今世界で は磁隆の面か ら一固体が どの様 に できているかを研究 し

ておち､基礎的な方面は ス ピ̀ンオーダー をつ･くってい 草物質 を明 らかにす るこ

とで応用につながる事 を考えていませんC･応用的面では磁性材料 を凝っ ておカ､

それ を物性の基礎的商号こ翻訳 していますo アメ ')カ ,オランダは応周につなが

る雰 向が盛ん で- フランス p 英国-は純粋 にアカデ ミックな研究ですO 日本 は野

方をやっています Lt ソ連 も同様だと思いますが.､研究論文は応用面が多い横

ですC,

磁気の研究 では戦前､ 日本は世界の第 1級で L,たが､-戦時研究のたやかな り

遅れ まL,たo Lか し現在 は とb兵 L-てお りt アメ.)カ !フランスをAク ラス と

すれば､Aクラスの下位 といえるでしょう｡ これは､ 色々な方面を平均 しての

話 で一一ソ連 ,オランダな どもこのあた りだ と患います｡ 日豪 の磁気の特徴 とい

います と､磁気構造 と酸化物の結晶構造 との関係 を研究 してい る点で.理論面

で大阪の永宮 さんか酸化物を中心に世界一級の仕事 を してを りますO 又ー永宮

きんに より国際的な磁気化 合物の本 の出版が計画されています｡実験面 ではや

やお くれてい ますo応用は どうか といい ます と､ アメ ゾが こかな り遅れて.Ltま､JJ

す8-例をあげます とt ク ロー ムの臭化物が魔 磁性を有.す ることを東北 の広板

研究室が発見 しましたが これが実 用化 され たのはt アメ t)カの芦ell

TelephoneLaboraBory によっ てで_ そこには数千人の研究者をかかえて

いますo それ で も鏡検は州立程度 だそうですO 新 道睦化 合物は日本でつ く▲られ

れた ものが何割かを占めています 9
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現在磁気の研究室は､北大 ,東北金 研 (広板) ,東大 (飯田) , 物性研 (近

角) , 京都 (高木)等があ りますo北大ではかつて横磯 が不足のため研究がお

くれ ていましたが､今回はかな り買入れ ることが出来 ましたが､赤字が 100

万 円程出 まして､ これ をどうやっ て払 うか思案 しています｡

極低温の設備が物理教室 にできましたので これか らが期待 され ますO 日本の低

痕 は非常 にお くれ ていまして､液化 ヘ リウムの使用度などは､ アメ.)カ乾比べ

るに も比べ ようがあ りません｡テーマとして ｢化合物一,酸化物 ,金属の磁気の

判定｣ が行なわれ ていますO物があ りませんで したが､大学院生に優秀な人が

多 く､成果は非常な ものがあ りましたO近角研究室 ,電気試験所 ,N員K , 松

下 研究所な どで.磁性材料 を作っ てい るところは_すべ てこの研究室に絹孫が

あ るといえますo LJ･P L,録音テー プを開発 してい るソニー ,~日立 な どに北大 か

ち も行っ てお りますが､教室では一緒に研究 していたのに､会社利益のためt

意見交換 もでき釆 秘衛 こ し合ってお り_ かえって発展が とめられてい る点があ

りますO

北大では基礎的な ものだけですC,理論面では一物睦理論研究室があ りますがt

磁気には それ程興味がない標で､数理物理の面か ら婿さんが格 子振動を扱っ て

お りますO私達は直接理論を研究 してい るのではな く､ 自分のやっ てい ること

は理論的 に解釈できるようにしてい ます｡中性子回折が世界の動向 となっ てい

ま-すが､北大出身の浜 口さんは原研 で中性子回折 を専門にや り今は日本の権威

~となっています｡努性関係は茅先生がいた項はやっていま したがt今はやって
A

いませんO渡米中の三井さんが帰って くれば_超高圧の万両が専門なのでt物

質の極端 な条件の もとにおける質的変化 を見 ることも面白 くな ると思いますLl

(宮 ●原 談)

5.物 性 理 論 グ ル ー プ

スタッ フ :戸谷富之 ,篠原正三 ,渡辺 宏 ,武野正三 タ 堀 浄- ,朝 日 孝 ,●

福島正久Q

物性理 論 とは何 ぞや､ と̀い う問いに一般的 に答 えることは蟹か しい､定義が

がはっ き り決っ てい るわけでな く一入 によって考 えが千差万別であ るか ら､最

も広い解釈 に従 えば,原子核 と素粒子に直接 には関係 しないすべ ての物理の理
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論. とい うことにな るし､最 も狭 く解釈すれば固体 物理学の ことである_ とい

うことにな るが､北大の物性理論グ}i/- プでやってい る物性理論と'い うて とに

話 を限れば,かな りはっ き り答えることが 出来_る. グJt/- プのメンバーが興味

を もってい る対象 は極 めて多岐にわた り､素粒子論や原子核論 と密接な関係 を

もつ散乱の理論や群 論的分光学から､統計力学 ,極低温現象 ,不可逆現象に本

来 の固体論は勿論,熱力学 ,流体力学や光学機械の理論にまで及んでい るか ら

上 の広い解釈の方があてはまるのであるO ただ現在 グループの中心的■なテー マ

になっていて､論文が実際に出てい る分野は､固体分光学 と簸晶格子力学 の 2

つ に し̀ぼられ るので､ この 2つについて説明す ることに しよう｡ しか しこれは

たまたま研究の手がか りとしてこれ らの対象が選ばれ たのにす ぎな一いのであっ

て_ このグループの研●究には､ ある特定 の物質の性質の説明または予測 に終 る

ものは少ない｡今なされ てい る仕事 もその本質的な内容は分光学 とか格 子力学

とい う枠 に L,ぼ られ た狭い も◆のでな く､理論物理全般 に対 して基礎的 ri:知識 を

提供 し得 る ものであ ることを強調 しておきたい｡

原子や分子の分光学に平行 して_固体の分光学 も1929年 の有名な _

且A.Bethe の論文以来､実験理論両帝か ら広汎 に研究 され ているo その研

究が物疫学全銀の進歩に貢献 している面は極めて大 きいC,実験的研究は研究所

に密着 LJた伝統や一 研究 の必要 に応 じて生み牲され る特殊技術者 と理恵家に依

存す る度合いが極めて大 きいO 日本 ではそれ らの面が予算の不 足な どが ら充分
JFF'

には満 きれ ていないo このような環境 で実験 と理論は浅い関係 oj中に発達 して

いるO 理論を専攻 してい る ものは実験設備 とい う附属品を持 ち歩かないで済む

とい う身軽 さ もあっ て_予算はあ るが､理論家の不足 をか こった り､ その理論

家の軽唱す る実験 を車がけようとす る海外 の研究者の指導 ,協力 のために､､国＼

際的な鏡検でコンサルタントとして活躍 してい るo 渡辺 もをの一人 であ るpo

結晶格子力学はBorn や Debye の有名な研究に端を発 して 40年の歴 史

を もち､固体論の重要な部分の 1つであ るが､ その性格が比較的鹿味であるこ

とと､Debye-Born の研究から大 きく前進す るためには､実験技術わー飛躍的

な進歩か必要 であっ たため､固体物理学 の他の分野の華々 しい進歩のかげにか

くれ勝ちであっ た｡ しか し最近になっ て一方では中性子回所や T線散乱等の新

しい実験方法 が開発 されて来､ また他方 では物理現象の不可逆 性の問題のよ う
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な基礎的 な問題が清音に研究 され るようにな り､ その手がか りとして格子系が I

見直 され るようになって来たためにー格子力学示革び物性物理の 1つのフロン

ティアとして注 目され るようになったo l963年夏 に､Debye,Bornの丙

パイオニア を迎 えてコペンハ-ゲンで結晶格子軍学 の国際会議が開かれ たのは

そC)あらわれ であるo L,か しこの ようにタイ ミングよ く国際会蓑が開かれた背
I

景には､Born-Debye の仕事 を受けついで地味な研究 を続 けて来 た多 くの入 れ

違の努事 のつ み重ね申あっ たのであ,るO

日本では ttはやらない "問題の研究をコツコツ績み重ねてい くとい う雰囲気が

ないためー格子力学の研究者 はほんの一速 りの少数派にす ぎなかっ たo そのた

め 日本での研究 は非常 に立ち遅れてお り､実験方面 では今で も殆ん どゼロに等

しい状態 である｡ しか し理論の方では京都 ,東京及 び仙台 などに自分の問題 と

してーこJTtJに取 り組んでい る人 達が少 L,づっお り､北大物性理論のメンバ二 と一

緒 に tt格 子力学グjL,- プガを作って研究 を重ねていたので,数 は少いが､質的

には世界 の水準埠比べて劣 らない研究を上記国際全量で発表 し_ またほぼ同じ

時期 に今 までの成果 を ProgressofTbeoreもicalPhysics の特集号 と

してま とめることが出来 たコペンハーゲンには北大か ら戸谷 ,武野 ,頻 の3人

が揖宿 L/年が､戸谷の電子論か ら出発 LJた格子振 動め理論が満場の注 目の的 と

な り､舜野 も各国の学者にひづは りだこだっ たO また日本 の格子力学 グJL,⊥ プ

全体.と･して も一･上帯特集号が最準の格子力学のreTiewの 1つ とL,て高 く評価

され た等､-そ の仕事_が正当に認 め られ長 といっ てよいであろ うO

㍉甘茶 をこ牽 ける結晶格子力学の研究においては､北大は少 くとも1/3の ウエイ

トを′責め､--1つの研究センターになってい るO その特徴はー少人数の割に研究

がvarieもy‥に膚 み､各研究者q)個性由子ゆたふな E=とであるQ 戸谷 さんは多体

問題準正帝か らとりくむ̂orthod-oXな理論を得意 とL/､武野は猛烈な計算 を行

?て沢山の.問帝 を片端 か ら片付 けてゆ くエネルギッ シュタイプ ,朝 日 と堀はな

るべ.く音卜算せずに色々な問題を統一的寺こ解決す る方法 を考 えるのが好 きであるO

(頻 ,渡 辺)
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･6.極 低 温 グ JL,- プ

云タツナ:凌 辺 昂 ,鈴木広良 ,

訴究内容にらいては別項 T札椀か ら｣参照｡

7.分 光 グ ル ー ブ ー

スタツフ :林 正一 ,星野了介 ,中島春雄 ,医療信安 ,上野 時宏 ,笠原 勝

芦田 章

由在 の物性物理の最大 の特徴の一つが極めて急速な実験的方法の進歩 とそれ

に対 応す る新 しい研究顧勢にあることは洋の東西研究室の境漠の大小 をとわず

必然的な流れ となっ てい る｡一･

物理の中での分光 の実験は光 と電紋の領域で盛んに進 め られ てい る｡ しか も

常に新 しい周波数 (波長)領域へ､新 しい方法に よるより微細なエネルギ-棉

造の探求へ と進むいわば tt縦の前進 タ'と物理学 の新 しい面への応用 と云 う代境

へ のひろが り"とが休 みな く続 けられ てい る. 鍵 の締進 とい う面は充分な経済

的技術的な背景 を必要 とす るので∴戦後だけを考 えるとー イギ リース ,フランス

ドイツ ,ソ連等で幾つ かの基礎的な前進がみ られ た外は､ もっぱらアメl)カで

進められ てい る0時 に電波分光の分野 では原子 (分子)線以来 原子額 ,物性両

方の強固な実験的基礎 の上 に 発展 して_来てい るのはアメ リカだけと云 えるか ら

である｡

戦後 日本の技術が軍歴的に発展 した為_ 物性実験の分野での諸外由お らの遅

れは著 し く短縮 され､或 亭商 では充分対等 と,みなされ るようk迄なっ た｡分光

学の固体物性へ の応用 とい う面 では､ 日本は質量 ともに皆界の トップレベ)レに

あ 畢 もの と確信 してい るo ただこの方面 での経 の進歩-の寄与 は将来への課題

である口

我々の研究室で も光 と電波の両分野が固体の物性を対象に進 められ てい るo

(光の分光)Cu20 とNiO 'と'の吸収 スペク トル の研究が主要 テー マに=~fi:つ

てい るo Cu20の水素類似の吸収ス虜ク トル はー我々並び(･t'･J一連 ,フランスで

独立 に見出 され たO これはeXCitoロの もっ ともきれ い7Ii:例 とLいえ るム 最近迄

は活蔵7:i:デー タ-の蓄鏡が行われ て来 た.O この方面ではElliotに よる優れた
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理 論的 解析が あ り､豊 沢 の吸収線 の形 に対 す る理論 も注 目され てい るo Cl滋0

では 3奄類 の水素額似 の吸収 スペク ト}t'が あ り､_exciton とL,-･て疑わ しい も

の もあ るので実験的 に調べ てい るO又 n-1に相当す る吸収線 には疑問の余 地

が あ るO 吸収線の形 に対す る豊 沢の理論の検証結果 はやや否定的 であっ たo

inpurity を含ん だ場 合の吸収線 の結果 は 目下検 討中 である｡

NiO につ い ては_ バン ド理論では導体 実験的には絶縁体 と去 う奇妙7Ii:結果

に端 を東 し_ その電 子構造 を探 るため吸収 スペク トル を研究 してい るO (圭E.

の報告 とLovgの理論で見出 していない吸収 線群が とらえ られ てい るO この こ

とは測定手段 の相違 によ る もの と考 えられ､分光写 真器 音声よる測定 の存在膏轟

を更 め て自覚 してい る｡ この新 しい吸収線群 には興味あ る経質が見 出 されてお

り､ 完 成途上 にあ る分散の大 きな凹面回折格 子に よ るヘ リウム温度 での測定 に

期待 してい る｡

(電波 分光) 固体内の電子や原 子核の磁気 モー メン トをゾンデ とす る選SRs

lilJ昆R等 ば ミク ロな磁気的 相互作用 をよ く反映 し_物質の磁性や 磁気的 転移 の涼

を探 る重要な手か か りとTi:るo 強 (フエ リ)磁 性体の内部磁場 の開延は

上底 S亨やouer効果 や甲11.,IRで ミク ロな側か ら追 求 され てい るO

我 々 は金属間化 合物 (A,h xSriなど)をNMR,ESRなどで研究してい る〇又

錯塩 (-Ni(Cs鴇)2 ,Ni(CN)2Nfhな ど) での電子一核間 の相互作 用及 び分子運

動 の影響の 研究な ど も1.の部類 に入 る もの であるO

-_磁 性体以外 で も､結 晶内の原子や電子の配置 (その運 動) その他相転移 な ど

を研究す るほ も有力 な手段 であ るO 今迄 にNM Rを通 じての強 誘電性の機構 の

解明へ の試 み (TGISな ど)､ 分子の対象性 とそ の環境 に よる回転転移の変化

(Ni(CT;り2N鴇 ･Ch島 な ど)な どが研 究 され て来 たO金馬の伝導 電子の核 の周

りでの分布 を調べ る為 にはtJQRが準備 され てい るo

最近 液体へ T)ウムが使用可能 となっ たあで､今迄 の研究の延長 や新 しい 研究

の計画 が大いにス ピー ドアッ プされ る もの と期待 してい る｡ ここ半年の内に

ENDnR も使 用出来 るようにな る見通 しなので､新 しい方面の研究 もどしどし

やっ て行 きたい と念 じてい るO

最近 は物 性全般に汎っ て分光的な方法や知 識が益 々必要 とされ て来 てい る｡
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北大の内外 を問わず他の研究室 とも密接 に連絡 を とり情報や試料の交換 を盛に ･

Lt多体問題 を含めて物性の究極的な問題に寄与 す るのが固体物性での分光学

の当面の役割 と信 じて頑張っ ている｡ (中 島)
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